
 
 

2025 年度 活動報告    

基本方針「地域の人たちとの連携をひろげる」 
 

WE ショップ厚木に集う人たちの「社会貢献」への関心が広がる中、地域の

様々な団体と連携・交流を広げ、活動を伝える機会を増やすよう努めました。 
 

 特定非営利活動に係る事業 

1 資源のリュース・リサイクルを推進する事業   

[日時]      通年 

[場所]      神奈川県内及び近隣都県 

[従事者人数]   31人(理事、スタッフ、ボランティア) 

[受益対象者]   市民 

[支出]      16,248,499円 

 

1-1） リユース活動の推進  

(1)2025年度の活動実績 

    2025 年度活動実績表  人数は延べ人数  

営業日数  294 日 
寄付者件数 3037 件 (内新規 170 件) 

顧客数   18845 人 

売上高  18,749,602 円 

 

＊今期始めから売上が減少傾向にあり、初の試みとして、９月から半年間祝日営業をし  

 ました。売上はわずかではありましたが、日頃手の届かない仕事の整理や準備が出来、 

一年を通して市民から寄付された衣類や日用雑貨等を販売し、お客様との触れ合いを

大切にしながらリユースを進めました。 

＊月１回のワークショップ開催やハンドメイドコーナーの設置、イベントへの参加等、

新しい活動の幅が広がってきました。 

＊スタッフ全員でエリアを決めての一斉チラシまきは出来ませんでしたが、今まで配るこ

とが出来なかった場所にもチラシを入れる事が出来、効果が少しずつ表れてきました。 

 



(2) 着物文化を広げる活動 

・「着付け教室」を開催しました。 

   2025年 4月～9月 10回開催しました。  参加者：3名  講師：1名 

 

1-2)リサイクル活動の推進 

(1) ハンドメイドチームによる作品の紹介・販売 

店内にハンドメイドコーナーを作りました。一部寄付品を使い、手作りならではの

温かさやこだわりのある個性的な作品を展示販売して、リサイクル及び販売促進に

努めました。 

 

（2）布ぞうり製作者との連携 

・寄付された品物の中でリユースできなかった衣類等を布ぞうり製作ボランティアに託

し、リサイクルを進めました。 

・布ぞうりは、 157,300 円（143足）の寄付金につながりました。 

 

(3)故繊維業者との連携 

・リユースできなかった衣類等を故繊維業者に託しリサイクルを進めました。 

    7 回搬出  総重量 1700㎏ 

 

      (4)高齢者福祉事業所との連携  

       ・リユース出来なかった綿製品は、必要としている高齢者福祉事業所等に 45リットル袋 

110円で提供しリサイクルを進めました。 提供した綿製品 15袋  

 

1-3)広報活動 

(1) 寄付品募集チラシの発行 

・5月 2025年度版「寄付品募集チラシ」を 1 万枚作成しました。 

・8 月 生活クラブ生協厚木コモンズに、生協組合員に対して 1330 枚折込配布の協力

をしていただきました。 

・2月 2000枚追加印刷しました。 

 

(2) ローカルニュースの発行 

    「WE21厚木ニュース№71」 発行日 2025 年 7 月 500 枚発行 
    「WE21厚木ニュース№72」 発行日 2026 年 2 月 500 枚発行  
 
(3) ソーシャルメディア等の活用 

・フェイスブックやインスタグラムにショップ情報を載せるよう努めました。 



・ホームページでは、支援実行報告やニュース発行等を迅速にアップし、情報開示に 
努めました。 

・伊勢原ケーブルネットワークの取材を受け、5 月の最初の 1 週間、お店紹介番組で配

信されました。 
 
（4）寄付品募集ちらしのポスティング強化 
・チラシのポスティングに力を入れ、認知度を高めることにつとめました。 
・下記 2 団体に「WE ショップ・ステーション」として寄付品の受取りにご協力いただ 

きました。 
     森の里地区：一般社団法人「厚木ぐるっと」 (コミュニティバス事業者)  
     飯山地区：NPO 法人「ワーカーズコレクティブくれよん」 (保育園) 
  ※戸室地区でご協力いただいていた、ケアマネ事業所「ワーカーズ・コレクティブ 

さち」は、前年度いっぱいで事業所活動を終了することになりました。ご協力に 
感謝申し上げます。 

 
 

2 アジア等における市民、とりわけ女性の生活の向上と自立のため

の活動を支援する事業   

[日  時]    通年 

[場  所]    神奈川県内及び近隣都県 

[従事者人数]   31人(理事、スタッフ、ボランティア) 

[受益対象者]   市民 

[支   出]     4,000,064円 

 

2-1)国内外の支援事業 

(1) 国内の NPO等が海外で実施する事業への支援 

 支援総額:965,000 円 

 

支援国 NPO、NGO団体名 支援活動内容 支援金額（円） 

ネ パ ー

ル 
NPO法人  

ベルダレルネーヨ 

カンチャンジャンガ紅茶農園周辺

の子どもたちへの高等教育支援 

 

700,000 

ミ ャ ン

マー 
公益社団法人シャンテイ 

国際ボランティア会 
ミャンマー（ビルマ） 
難民キャンプの図書館事業 

     

150,000 

ミ ャ ン

マー 
公益社団法人シャンテイ 

国際ボランティア会 
絵本を送る運動に参加     

15,000 



カ ン ボ

ジア 
認定NPO法人シェア＝国際

保健協力市民の会 
国境地域避難民に対する緊急物資

配布事業 
    

100,000 

  計   965,000 

 

（2）国内の任意団体、NPOが国内で実施する事業への支援 

支援総額： 746,049 円   (店頭募金・ワークショップ募金を含む) 

 

支援地域 NPO、NGO団体名 支援活動内容 支援金額（円） 

日本  

（厚木市） 

フードパントリー

えんむすび 

子育て中のひとり親世帯への食品の無料配布 

（食品類の収集・仕分け作業・各家庭への配布） 

 

300,000 

日本 

（東京都） 

認定 NPO法人 

シェア＝国際保

健協力市民の会 

在日外国人支援事業 

（外国人母子の保健医療サービスへの 

アクセス改善プロジェクト） 

 

100,000 

 

日本 

（気仙沼市）

 

NPO法人 

プロジェクトＫ 
「東日本大震災復興支援」気仙沼・地域住民の生

活支援（被災者交流事業の継続、母親対象の子育

て支援事業、いのちの大切さを伝える事業 

 

50,000 

日本   

（郡山市） 

 

甲状腺ガン 

支援グループ・ 

あじさいの会 

「東日本大震災復興支援」 

福島県内の小児甲状腺がん患者と家族 

及び支援者へのサポート事業 

 

150,000 

 

日本 

（輪島市） 

輪島市   令和 6年能登豪雨被災者への義援金 

  

71,284 

内訳：店頭募金 19,684 

とワークショップ募金 

51,600 の合計 

日本 

(大分市) 

大分市 大分市佐賀関地域大規模火災義援金 44,765（内店頭募金

14,765 含む） 

日本 

(青森県) 

青森県 青森県東方沖地震青森県義援金 30,000 

計   746,049 

・未使用はがき・書き損じはがきは支援に活用しました。 

  「認定 NPO法人＝シェア国際保健協力市民の会」へ寄付→ 98枚（2/26） 

  「認定 NPO法人難民を助ける会」へ寄付       →153枚（9/16） 

・未使用切手は法人運営や支援に活用しました。 

・外国コインをユニセフに送りました。 



（3）東日本大震災被災地「気仙沼の産品」「女川」取り扱いによる復興支援    

(有)ムラカミ  年間仕入れ金額 : 1,428,974円  

NPO法人きらら 年間仕入れ金額：   133,150 円  

 

(4) 緊急支援  

 以下 2件の緊急支援を実行しました。【上記 2-（2）】項の国内支援の表に記載済み。 

   ・大分市佐賀関地域大規模火災義援金 

   ・青森県東方沖地震青森県義援金 

 

2-2) 国際理解を深めるための事業                  

(1)フェアトレードの推進 

「もうひとつの海外支援」としてフェアトレード品の仕入れを行い生産者を支援しました。 

フェアトレード品 年間購入金額 576,235 円  
   

フェアトレード品仕入先団体別購入金額   ( )内は取り扱い商品の生産国、主な品  
ネパリ・バザーロ 

(ネパール紅茶、カレー、他) 

第三世界ショップ 

(グアテマラの珈琲、チョコレート、他) 

165,175 円 411,060 円 
 

(2)ＷＥ講座の開催 

・2025年 5月 20日 通常総会開催後に下記の講座を行いました。 

    支援先：NPO法人「ベルダレルネーヨ」によるネパール活動報告 

       代表 髙橋百合香さん  事務局長 丑久保完二さん 

 

・2025年 9月 17日 支援先：シェア＝国際保健協力市民の会 の活動報告 

在日外国人支援事業部 山本裕子氏 

「外国人母子の保健医療サービスへのアクセス改善プロジェクト」 

 

(3)「貧困なくそうキャンペーン」の開催 （期間：2024年 10 月 1日～31日） 

・フードドライブを開催し集まった食品を支援先「フードパントリーえんむすび」   

にお渡ししました。3 団体を含む 23件 

・キャンペーン終了後もフードドライブを継続し、集まった食品をお渡ししました。 

   

(4)支援先との交流事業 

・今年度は、支援先訪問等は実施出来ませんでした。 

 



3 その他、第 3 条の目的達成に必要な事業  

[日時]      通年 

[場所]      神奈川県内及び近隣都県 

[従事者人数]   31人(理事、スタッフ、ボランティア) 

[受益対象者]   市民  WE21ジャパン・グループメンバー 

[支出]            386,834円 

 

3-1)組織運営      

(1) 法人格の更新手続き完了 

・認定 NPO法人、神奈川県指定 NPO法人、厚木市指定 NPO法人の 5年目の更新手続き 

を行いました。 

 

(2) 助成金申請 

・厚木市社会福祉協議会「小地域ふれあい活動助成金」を申請し 1万円の助成金が出ま 

した。 

・厚木市の「居場所づくり事業」に申請しましたが、該当しませんでした。 

・セブンイレブン記念財団に「2026 年度 NPO 基盤強化助成」を申請しましたが落選し

ました。 

                                    

(3) 理事会の開催 

・原則月 1回理事会を開催しました。 

 

（4）会員 

法人会員にはニュースの送付等を通じて情報を開示しました。    

会員数  期首 72名           期末 73名 

 

（5）ボランティアミーティング及びスタッフミーティング 

ボランティアミーティング及びスタッフミーティングを開催し、情報を共有し、課題

の整理、活動への提案につなげました。 

   ボランティアミーティング: 4回開催  スタッフミーティング： 12 回開催 

 

(6)ワークショップの開催  

    月 1 回(8 月と 12 月はお休み)のペースで 10 回開催し、参加費及び材料費等は能登

半島地震復興支援の募金としていただきました。 参加者 延べ 64名 

 



4/25 手のひらサイズの 

小物入れ(6 名) 

9/26 ハロウィンアレンジ 

(7 名) 

1/26 簡単マフラーと 

ブローチ（8 名） 

5/28 あじさいリース（1 名） 10/20 携帯ポシェット（6 名） 2/23 ミモザリース（6名） 

6/20 バネぐちでつくる 

ポシェット（7 名） 

11/24 クリスマス 

アレンジ（9 名） 

3/28 ハンカチで作る 

ポシェット(2 名) 

7/30 夏休み親子でつくろう 

（12 名） 

    

 

(7)地域とのつながり 

・「ヒューマンサポートネットワーク厚木(HSN)」との連携 

年間を通じて下記団体にフェアトレード品を共同購入していただきました。 

  購入実績   290,458 円 

       保育園ＶｉＶｉ  おひさまっこ保育園  学童保育なないろのたね  

NPO法人ワーカーズ・コレクティブくれよん(くれよん保育室)  

  ※HSNは上半期で解散となりましたが、その後も上記各事業所は継続してフェアト

レード品購入にご協力いただいています。 

 

・おおぞら高等学院厚木キャンパスの生徒ボランティアの受入れ  

  参加 5人 通常のボランティア活動の他に、以下の活動を行いました。 

   ＊「シャンティ国際ボランティア会」の「絵本を送る運動」に参加し 5冊の絵本

を贈ることが出来ました。 

＊「シェア＝国際保健協力市民の会」の「シェーちゃん、アーちゃん人形づくり」

を実施しました。 

 

・当法人の入居ビル 2 階の保育園「ナーサリースクール」との交流 

      10/31  ハロウィンにちなんで、子どもたちにお菓子を配りました。 

   後日、子どもたちの手作りのお菓子をいただきました。 

 

・以下のイベントに出店・参加 

   11/15 「森もりマルシェ」  主催：森の里地区 40周年記念特別市実行委員会   

 11/16 「CNあつぎ未来まつり」  主催：あつぎ市民発電所と厚木市の共催 

 11/29 「やさしい暮らしマルシェ」 主催:厚木 SDGsマルシェ実行委員会 

 2/28  「あつぎ SDGsパートナーシンポジューム」に参加 主催：厚木市 

 

・イオン厚木店の「幸せの黄色いレシートキャンペーン」への参加(毎月 11日実施) 

   4 回店頭活動に参加しました。2025年度は、当法人に投函されたレシート総額 1％

の 24,800円のイオンギフトカードをいただくことになりました。 



・公益社団法人厚木青年会議所の交流事業に参加 

   4/17 交流会に参加し、活動紹介をしました。 

 

・地元商店街の「あつぎ商和会」に加入(2026年 2 月～2027年 1月まで) 

     3/27 の総会に出席しました。 

  

（8）見学等の受入れ 

   1/14 WE21 ジャパンざまの 7名が来店されました。 

 

(9)WE21 ジャパン・グループ等との連携 

・県央ショップスタッフ連絡会に参加し、他の地域から得た情報をショップ運営に 

いかしました。 

  ・県央代表者会議に参加し、お互いの課題解決にむけて話し合いました。 

・ＷＥ21 ジャパン・グループ会議に参加し、意見交換をすすめました。 


